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抄録

実際に 「1日 仮装」 を行った大学生34名 に対 して仮装後にア ンケー ト調査を実施し、仮装 によ

る気 分の変化 について考察した。調査 内容は、何に仮装したか、 その理由と衣装および道具、仮

装時の気分、性格 などであ る。仮装 時の気分 については楽しかった、陽気 になった、活動的にな

った、無邪気になったなどへの反応が多 く、弱気 になった、真面 目になった、臆病 になった など

への反応は少 なかった。これ らの反応の平均評定値を因子分析 した結果、 陽気、臆病、安心の3

つの基本因子が抽出された。各因子の因子得点をもとにクラスター分析を行 い、被験者を4つ の

グループに分 け、それぞれのグ ループの特徴を明 らかにした。また各因子の因子得点 と性格評定

値との間で相 関分析を行った結果、陽気の因子と好奇心お よび情報要求、安心 の因子と自己顕示

欲の間に統計的な有意性が見 られた。

1は じめ に

人は着装の変化 に伴い気持ちの持 ち方 も変

化することを経験してい る。このこ とは高岡
D
丶矢尻2)ら の着替 えに伴 う心理 的な変 化

についての研究でも明らかになっている。ま

た渡辺3)、 泉4)ら による服装 によって生起

する多面的感情状態に関する一連の研究の結

果、多面的感情状態尺度5)の 作成 も行わ れ

ている。これらは日常的 な被服行動におい て

の研究であったが、筆者は気分や感情の変化

*い ぢ ち みちこ 文教大学教育学部

は非 日常的行為である 「仮装」により最 も顕

著に表 れるもの と考え、仮装行為における心

理状態 について調査 し考察 した。

II調 査概要

1調 査方法

本学の教育学部初等教育課程美術 専修34名

を対象 に、平成9年11月 に質 問紙によるアン

ケート調査を行った。

2調 査内容

平成9年 春に行われた美術専修学生主催の

「1日 仮装」 につ いて調査を行 った。調査項
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表1仮 装内容

番号 役柄 理由 何によってそれを表現したか .使用した衣装、道具

.

01 サザエさん 妥当な選だったから 化粧 、服(お ばさんぼく) おばさんが着てそうなシャツ、スカ ー ト、sプ ロン、つっかけ、アフロっぽいかつら

2 暴走族(レ デ ィース) 前から着てみたかった 特攻服、きっいメーク バ ット、・特攻服、地下足袋、タバコ、イヤリング、化粧

3 ガチャピン 似ているといわれたから 服 、ガ チ ャビ ン

4 中国人サラ リーマ ン 中国人 とサラ リーマンが妊きだか ら パ ー テ ィー用 マス ク、 ス ー ツ 父親のスーツ、ネクタイ、ゴム製のマスク
5 女子中学生 14才 が好 きだから セーラー服 と幼い顔 セ ーラ ー服、 花 、ル ーズ ソ ックス 、 ロー フ ァー、手 提 げバ ッグ 、園 児服

6 犬 犬の着ぐるみのパジャマが家にあったから 着ぐるみのパジャマ、紙 コップで作った鼻
7 幼稚園生 安上がりで済みそうだと思ったから 黄色い帽子、黄色いかばん、園児服 左同
8 ゲゲゲの鬼太郎 わか りやすいから・ 髪型、下駄、番傘 ちゃんちゃん こ、番傘、半ズボ ン、下駄 .
9 族(ヤ ンキー) イ ンパク トがあるか ら メークと服 旗、特攻服
10 ドラキzラ 化粧が簡単でかつかっこいい 黒 マント、つ り上 が っ た目、 真 っ赤 な 口、 キバ. 黒マン ト、キバ、黒ズ ボン、白シャツ 、大きなつけ耳
ii ドラキュラ かっこいい&こ わ いかなと思 って 黒マ ント、つけ耳、真 っ赤な口紅 黒マン ト、キバ、白シャツ、っけ耳

12 魔女 普段できないから 黒 くて長いフードつ きの服 とほうき サテンの布(黒)、 ほうき、ヘアースプレー

13 嗽 時間的、経済的 にで きそうだ ったか ら 黒い服 とほうき 黒い服、竹ぼ うき、黒い靴、クモとヘ ビのつ くりもの、ヘアカラー

014 マイ ケ ル ・ジ ョー ダ ン バスケ ッ.トが好 き、憧れている選手だから 服装、黒人に見せ るための顔へのペイ ント バスケット働 ゴヴ脚 のユニフォーム、バスケ ット'シューズ、水泳キャップ

015 ブQレ スラー プロレスが好きだから 顔のベイ ント、コスチュ」ム 絵の具、赤いジャージ、色紙

ois ナース オレ向 きかなと思 った チラリズム 薄い絹、

Ol7 ロツドマ ン なん とな く 絵の具
is ドラえもん

'道具が間に合 う
、誰が見て もわか る 青い色、メイク 青 い パー カー 、 ビニ ール袋 、 鈴 、絵の 具

is 寝起きの人 新しいパジャマがほ しか ったから マ クラ マ ク ラ、パ ジ ャマ 、ス リ ッパ

20 おばさん 手頃に材料そろったから 前髪のパーマ バイ ト先のブラウス、エプロン、三角巾、つけ毛、サンダル、バ ッ久 「輪 ゴム

21 食パンマ ン や りやすそうだ ったから 食バンマンのかぶ りもの ダ ンポ ー'ル、紙 、 ビニ ール テ ー プ

22 はげおやじ 家にすててこがあったから はげのかつら はげかつ ら、にせ毛 すててこ、お守 り、、日本酒 』、
23 レレレのお じさん 家に服があった ほ うき、着物、かつら、メイク、下駄 左 同 ・

24 マメ テレビで見て 緑のもの
025 カ ウ ボ ーイ(トイスF一り一) 手軽、わか りやすい カ ウボーイハ ット、お もちゃのガン カウボーイハッ.卜(麦 藁)、 青いジーパン、上着、ガ ン、ペル ト

02s 鉄腕 ア トム 髪がち ょうどよかった(ジ ェルで) 髪をジェルで ジェル、黒短パ ン、赤い靴下 、

027 ドラえもん 実物の人間でやるとおもしろいと思った 全身タイツ ポスターカラー、全身タイツ、スズ

oas ブラ ックジャック 衣装ができそうに思えたから 髪型、つぎはぎ&青 色の顔、黒コー ト ジ ェル 、ポ ス ター カ ラー 、 コー ト

029 ドラミ 顔にペイン トしたかったか ら 水泳帽 水泳帽、軍手、鈴、リボン
30 雪ん子 髪を真っ白にしてみたかったから 白いフワフワの髪と白い装いと白い化粧 ビニ ールテ ープ 、Tシ ャ ッ

31 ロリオ君 かわいいか ら、準備楽 くりくりバーマ カッラ、半ズボン

32 東南風人 アジアブーム より ボディアー ト スカ ート、ワラジ、絵の具、化粧

33 シャンソン歌手風 マダム 女装する為 普通の女性が着る ドレスごサングラス、毛皮のマフラー、女性用の靴、化粧

34 シノハラ トモエ 派手にいきたかったから 短パン、いろいろなアクセサ リー *絵 により詳 しく示 してくれ た

○印は男子、無印は女子 ll～13は1年 生 、19～24は2年 生 、.25～34は3年 生
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仮装と心理

目は①何に仮装 したか、②その理由と衣装お

よび道具、③仮装時の気分、④普段の性格 、

⑤被験者の基本属性などである。

皿 調査結果と考察

1仮 装内容

学生が 自主的に仮装 した役柄 と理由、何に

よってそれを表現 したか、使用した衣装お よ

び道具については表1に 示 した。

役柄はサザzさ ん、,ドラえ もん、ブラック

ジャックなどアニメの登場人物や、 ドラキュ

ラ、・魔女な ど伝説上 の人物、有名スポーツ選

手、犬、はげおやじ、 まめな ど多岐にわたっ

ていた。なお ドラえもん、 ドラキュラ、魔女

の3役 はおのおの2名 の人が選んでいた。

その役柄を選んだ理由と しては、前か ら着

てみたかった、似てい るといわれた、インパ

クトがある、かっこいい、普段で きない、誰

が見て もわかる、材料がそろうなどであった。

何 によってその役 を表現 したか について

は、幼稚 園生 の場合は黄色い帽子とかばん、

園児服、ゲゲゲの鬼太郎の場合は髪型、下駄、

番傘、 ドラキュラの場合は黒マ ント、 つ りあ

がった 目、真っ赤 な口、キバ、魔女の場合は

黒い服 とほうき、 ドラえ もんの場合は青い色

と鈴というようにそれぞれの役の特徴をとら

えていた。

使用 した衣装お よび道具類については多種

多様であり、それぞれの役柄表現のために創

意工夫 が凝 らされていることが分かる。

図1は シノハラ トモエに仮装した具体例と

して学生の書いてくれたものである。 この仮

装のために前髪を短 く切 り、カラー針金で髪

飾 りや腕輪を作 った。透明ケースに蛍光マー

カーや おもちゃをごちゃごちゃに入れ首か ら

下げ、サスペ ンダーは蛍光ピンクの布に ビニ

ールテ ープで派手にした。この日一 日はハ イ

図1シ ノハラ トモエ 図2学 食のおばさん
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テンシ ョンでつかれた..,と いうコメントが

入 っている。

図2は 参考までにと前年の仮装を図示 して

くれた ものである。テーマは 「学食のおばさ

ん」。 ビニールテープば何か と便利、安 い、

簡単、 目立つ ということで、白いブラウスに

緑 の ビニールテープで縦縞 シャツを完成 さ

せ、フライ返しやレー ドルなどを持ち、化粧

は濃い 目にし、空き時間は学食 に行って、吸

い殻 を片づけたり、テーブルを拭いた りして、

学食のおばさんに成 りす ましていた。体育の

授業も、長靴をスニーカーに履 き替えて行っ

たとい うことである。

図3は3年 前の例で、友達3人 で小学生に

なった ものである。髪の毛はボサボサで2つ

に結び、小学生のときに使っていたラン ドセ

ルに授業道具を入れ、名札、黄色の フェル ト

で作った交通安全のワッペ ンをつ け、たてぶ

えを持 ち歩 き、教室移動のときにはエー デル

ワイス を吹 きな が ら...と 、 一 日を過 ご した

そ うで あ る。

この様 に色々な材料 を用 い、 それぞ れの特

徴 をふ まえなが ら、 表面 の みな らず 内面 的に

もその役柄 になる努力が な されていた。

また、その役 にな りきれ たかの 自己評価 は、

厂な りきれた」が32%、 「どちらで もない」が

56%、 「な りきれ なか った 」が12%で あ った。

2仮 装時の気分

仮装時の気分 については、「楽しかった」、

「恥ずか しかった」、厂積極 的になった」など

13項 目について 「当ては まる」から 「当ては

まらない」までを5段 階尺 度で評価 してもら

った。その結果、平均的には 「楽 しか,った」、

厂陽気 になった」、厂活動 的になった」、「気持

がよかった」 などの評価は高 く、厂臆病 にな

った」、「真面 目になった」、厂弱気 になった」

などの評価は低い結果となった。

、図3小 学生

表2因 子得点

変数名 第1因 子 第2因 子 第3因 子

1.楽 しかった 0.849 0.024 一 〇.137

2.恥 ずかしかった 一 〇
.415 0.388 一 〇.414

3.安 心 できた 0.513 0.137 0.664

4.無 邪気になった 0.774 0.082 一 〇
.467

5.積 極 的 になった
「

0.809 o.oos 0.152

6.不 安 になった 一 〇.005 0.850 0.003

Z活 動的になった 0.834 一 〇
.035 0.165

8.個 性 的になった
ゴ

0.880 o.oos 0.157

9.真 面 目になった 0.313 0.677 0.237

10..弱 気 になった 一 〇.222 0.904 一 〇
.019

11.陽 気 になった 0.781 0.229 一 〇
.466

12.臆 病 になった 一 〇.020 0.920 0.054

13.気 持 がよかった 0.828 一 〇.172 一 〇
.177

寄与率 33.84% 23.80% 17.67%

因子の意味 陽気 臆病 安心
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仮.装 と心 理

図4因 子得点の布置 、(第1因 子 と第2因 子)・
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.

「
図5因 子得点の布置(第1因 子 と第3因 子)
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仮装と心理

図6因 子得点の布置(第2因 子と第2因 子)
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これらの気分について、その評価構造を考

察するために、気分の13項 目を変数に、被験

者34名 を観測回数にとり因子分析 した。表2

はバリマックス回転後の因子負荷量を示した

ものであり、固有値1.0以 上で3因 子が抽出

された。なお、累積 因子寄与率は74.3%で あ

る。因子負荷量の大 きさに注 目しなが ら各因

子の意味を検討 した結果、第1因 子 は陽気、

第2因 子は臆病、第3因 子は安心の因子とし

た。

図4-6は 得 られた因子 について、2因 子

ずつ組 み合わせ、因子得点をもとに各被験者

をプロ ットした ものであ る。X軸 に陽気、Y

軸に臆病の因子 をとった場合、X軸 のプラス

側に分布する人が多 く、陽気側 に反応 してい

る人が多 いことが分か る。またX軸 に陽気、

Y軸 に安心の因子をとった場合 も、X軸 のプ

ラス側に反応 した人が多 いことは前述の通 り

である。なお図中の線の 囲みの意 味について

は後述 する。

次に、各被験者 をグループ化するために、

3因 子 の因子得点を用い て、ウォー ド法によ

るクラスター分析を行い、4つ のクラスター

を求めた(図7)。4グ ル憎プについて各被

験:者の因子得点のプラス、マイナスに注 目し

て各グルrプ を特徴づけてみた。図にプラス、

マイナスの記号 を示 したが、Aグ ループは全

体的にみて陽気、臆病が プラスに反応 した グ

ループ、Bグ ループは臆病がマイナス、安心

がプラスに反応 したグループ、Cグ ループは

陽気が プラス、臆病 と安心がマイナスに反応

したグループ、Dグ ループは陽気と安心がマ

陽気
臆病

安心

図7ク ラスター分析樹形図
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仮装 と心理

イナスに反応 したグループと考えることが

できる。

これ ら4つ の グループを先の 因子得点の

布置 の図申に線で 囲んでみると、第1因 子

「陽気」と第2因 子 「臆病」の座標上では、

サザ エさん、マイケル ・ジ ョー ダン、 ドラ

キュラ、ゲゲゲの鬼太郎らの陽気 と臆病に

強く反応 したAグ ループは第1象 限に、ま

た、 ドラ ミ、 はげおや じ、鉄腕 アトム、雪

んこ、犬などの陽気 には強 く反応し、臆病

と安心にはあ まり反応 しなか ったCグ ルー

プは第4象 限 にまとまって分布 した(図

表3性 格のスケール

性 格 質 問 項 目

自己顕示欲

・有名人と知 り合いになりたい

と思 う。

・人々の注 目の的になることが

好きだ。

・何人かで話 をす るときは、い

つも中心にならなければ気が

すまない。

好 奇 心

・趣味やレジャーな ど、何で も

す ぐ手 をだすが長続 きしない。

・友達が何か変わったものを持

っているとす ぐ欲 しくなる方

だ。

・同 じものをいつ までも使 って

いるとす ぐ飽 きて しまう。

情 報欲 求

・一一般に何か他人が知 っていて

自分が知 らないことがあると、

非常にはずか しい。

・どんなことで もで きるだけ詳

しく、徹底的に知ろうとする。

6他 人が知っていて 自分が知 ら

ないことがあって も、その反

対 もあるのだから少 しも恥ず

か しくないと割 り切 って考え

るほうだ。

4)。 第1因 子 「陽気」 と第3因 子 「安心」

の座標上では、Cグ ループは第4象 限に、ま

た、寝起 きの人、マメ、ロヅドマンらの陽気

にも安心にも反応 しなかったDグ ループは第

3象 限にまとまって分布した(図5)。 第2

因子 「臆病」と第3因 子 「安心」の座標上で

は、シノラー、女子中学生、おばさんなどの

臆病には反応せず、安心には強く反応 したB

グループは第2象 限、Cグ ループは第3象 限

にまとまって分布 した(図6)。

なお、各グループ内に配置された被験者 を

学年別 にみ ると、Aグ ループには1年 生 、

B・Cグ ループには3年 生、Dグ ループには

2年 生の多いことが分かった。学年別 に考察

を加えると、1年 生は初めての仮装で とまど

いもあ りやや臆病になったり弱気 になった り

した傾向がみられたが、陽気で楽 しい気分を

経験 した人が多 かったようである。一方、2

年生は色々に反応 したが、3年 生 は積極的 に

陽気にかつ安心 して最後 の仮装を楽 しんだも

のと考 えられる。

3仮 装時の気分と性格 との関係

性格の調査には鈴木裕久氏の情報欲求、自

己顕示欲、好奇心 の尺度6)(表3>を 用い

「非常 にその通 り」から 「そうではない」ま

での4段 階尺度で回答 してもらった。その結

果を性格ごとに得点化 し尺度化 した。全体的

には情報欲求には 「やや」から 「かなりその

通 り」と強 く反応 した人が多 く、自己顕示欲、

好奇心の尺度には 「そうではない」 と 「やや

その通 り」の間に反応 した人が多かった。

気分の因子分析 により抽出された3つ の基

本因子 と鈴木氏の情報欲求、 自己顕示欲、好

奇心の性格評定値 との関係 について検討 し

た。具体的 には、陽気、臆病、安心の3つ の

基本因子の因子得点と性格評定値 との間で相

関分析 を行った。相関の有為性の検定を行 っ

た結果、陽気の因子と好奇心の間にはr=一

〇.466と負の相関関係が存在 し、危険率1%
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で有意性が認め られ、陽気の因子 と情報欲求

の問にはr=一 〇.353と負の相関関係が存在

し、危険率5%で 有意性が認 められた。また

安心の因子 と自己顕示欲 の問にはr=0.403

と正の相関関係が存在 し、危険率5%で 有意

性が認められた。つまり自己顕示欲の強い人

程安心 感に強く反応 し、好奇心 と情報欲求の

強い人程、陽気にはあまり反応 しなかったこ

とにな る。

皿 おわりに

仮装行為における仮装方法ならびに気分に

ついてア ンケー ト調査 をもとに検討 したが、

役柄造 りには様 々な材料や衣装を用い、それ

ぞれの役の特徴 をとらえなが ら創意工夫が凝

らされていた。仮装時の気分については 「楽

しかった」、「陽気になった」、「活動的 になっ

た」 な どプラス志 向に反応す る人が多 く、

厂臆病 になった」、「弱気 になった」、「不安に

なった」 などマ イナス志向に反応する人は少

なかった。自ら選 んだ役柄で1日 を送り、普

段の自分 とは違 う自分を体験することがプラ

ス志向につなが ったもの と考えられる。以上

個人差があるが、仮装行為により心理状態が

変化す ることがわかった。 このことは日常生

活の場 において も着装の仕方によ り、気分が

変化す ることを示唆 しているといえる。

・ 本研究 は日本家政学会第50回 大会(平 成10

年5月)に おいて発表 したものを中心にまと

めた。調査にご協力いただいた美術専修の学

生ならびに本研 究をまとめるに際 しご助言を

いただいた共立女子大学家政学部小林茂雄教

授に深 く感謝する。
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